
令和７年度 情報経理専修コース 後期始業式 式辞（令和７年１０月１日） 

はじめに、本日は県外出張のために後期始業式のあいさつを主幹教諭の田中先生にお

願いしております。校務のためとはいえ、不在にしてしまうことを大変心苦しく思っております。

何卒ご理解いただきますようよろしくお願いします。 

情報経理専修コースは、本科の３学期制と違い前期・後期の２学期制ということで、先週

から約１週間余りの秋休みを挟み、本日が後期のスタート、始業式となりました。 

今年の夏は、過去一番に暑い夏でしたが、こんなに毎日“暑い！”と思いながら過ごした夏は

これまでにないと記憶していますが、皆さんはどうでしたでしょうか。９月に入っても長い猛暑

が続きましたが、皆さんは昼間お仕事や家事等熱中症対策をしながら、その後夕方、気温が

下がらない状況下で本校に登校し授業を受けられることに本当に頭が下がる思いで一杯で

す。少しでも快適な学習環境で、とこちらも全力で皆さんの学習をサポートしています。このた

び、このマルチラボ L教室にも空調設備が入り、本校専用フロアの全てにエアコンが入りまし

た。残念ながら、この長い夏には間に合うことができませんでしたが、冬には暖房等で活用い

ただければと思います。 

先日、今年の大ヒット映画「国宝」を見てきました。映画にもかかわらず舞台を見ているよう

な、臨場感と緊張感がありました。歌舞伎には全く興味がなかったのですが、実際の歌舞伎も

見てみたいと思うようになりました。違う世界を感じることができました。是非、最近話題になっ

ているものに触れ、コミュニケーションを図り人とのつながりを深めていって頂けたらと思います。 

さて、専修コースの方々にお願いが２点あります。私は、本科の２学期始業式式辞の中で、

「在りたい自分を探す」には、その判断材料を増やす必要があるとお話ししました。そのため

に、色んな人の話を聞いたり、たくさんの経験をすることで、視野が広がり新たな興味や可能

性を見つけることができます。専修コースの方々の経験を是非、本科の子供たちのために話

していただければと思います。2 月までに時間を設定しますので、本科生徒のキャリア教育に

繋がるとともに、専修コースの方々と本科生徒のコミュニケーションが深まればと思います。 

これから来年の本科と専修コースについて入学希望生徒の募集が本格的に始まります。

例年、新聞や広報誌等に掲載していただいたり、募集チラシを神戸市内の図書館をはじめ

公共施設に置きチラシをしたりしています。入学者が減少していますので、この機会に、専修

コースの方々から入学者募集に関する忌憚のないご意見を賜れば幸いです。 

次に、専修コースの方にお礼を申し上げたいと思います。 

本校の特色有る取組、学校内株式会社ＮＡＧＡＺＯＮでは先日、長田神社前商店街で「秋

祭り」を実施し、専修コースの在校生や卒業生の方にもお越しいただきありがとうございまし

た。今年は阪神淡路大震災から３０年ということで防災フェアを実施しながら参加者を増や

す工夫も凝らしたかいあって、昨年度よりも盛況のうちに終えることができました。 

そして、後期には１１月に通信制の青雲高校と合同で行う文化祭、「青雲長商ふれあい祭」

が開催されます。専修コースの皆さんも模擬店を出店されると伺っていますので、専修コース

の皆様のパワフルで手際よく店舗運営される姿を、経験の少ない本科の生徒がお手本とし

てくれたら嬉しく思います。１１月３日文化の日に実施します。その前日２日（日）が準備となり



ます。１１月４日（火）及び５日（水）が代休となります。スケジュールの調整、何卒よろしくお願

いします。 

これから少しずつ秋らしくなり、段々と日が短くなっていきますので、登校するのがおっくう

に感じる日があるかもしれせん。しかし、そんな時こそ、皆さん同士の横のつながりで声を掛

け合っていただき、少しでも学ぶことが楽しいと思っていただけるよう職員一同頑張りますの

で後期もどうぞよろしくお願いします。 

入学時に皆さんがそれぞれ心に誓った志を今一度、思い出していただき、この専修コース

後期始業式という節目を大切にして、「初志貫徹」で頑張ってください。 

何かご相談などありましたら、いつでも校長室のドアをノックしてください。お待ちしていま

す。 

以上、専修コース後期始業式式辞とします。 

 

令和 7年１０月１日 

校    長 松本 秀孝 

代読 主幹教諭 田中 義樹 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


